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主
な
議
案
審
議

◆
財
産
の
処
分

旧
中
央
公
民
館
等
跡
地
を

処
分
す
る
も
の

Ｑ　

住
民
説
明
会
で
は
、ど
の

よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
の
か
。

Ａ　

民
間
事
業
者
を
活
用
し
て

整
備
す
る
方
針
と
し
た
理
由
、

定
住
促
進
施
設
で
あ
る
マ
ン
シ

ョ
ン
の
周
辺
地
域
へ
の
影
響
、

に
ぎ
わ
い
施
設
の
機
能
と
継
続

的
な
運
営
、跡
地
の
一
部
が
土

砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
へ
の
対
応
な
ど
。

一
部
に
反
対
意
見
は
あ
っ
た
が

一
定
の
理
解
は
得
ら
れ
た
と
認

識
し
て
い
る
。

議
員
提
出
議
案

◆
精
神
障
害
者
に
対
す
る
公
共 

　

交
通
機
関
の
運
賃
割
引
制
度

　

適
用
を
求
め
る
意
見
書

提
出
議
員　
　
　

金
子　

広
和

◆
国
民
健
康
保
険
制
度
の
財
政

　

基
盤
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

提
出
議
員　
　
　

猪
股　

嘉
直

委
員
会
提
出
議
案

◆
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

組
織
改
正
に
伴
い
、所
管
す
る

課
名
を
変
更・削
除
す
る
も
の

提
出
委
員
会　
議
会
運
営
委
員
会

Ｑ　

住
民
説
明
会
で
寄
せ
ら
れ

た
意
見
を
、計
画
に
反
映
で
き

た
も
の
は
あ
る
か
。

Ａ　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指

定
を
解
除
す
る
た
め
の
対
応
を

行
う
こ
と
と
し
た
。ま
た
、マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
に
伴
う
周
辺
環
境

へ
の
配
慮
は
契
約
書
に
規
定
を

設
け
、引
き
続
き
、事
業
者
に
強

く
指
導
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

処
分
価
格
の
妥
当
性
は
。

Ａ　

事
業
者
の
提
示
価
格（
３
億

８
千
万
円
）か
ら
、土
砂
災
害
警

戒
区
域
の
指
定
解
除
工
事
の
追

加
費
用（
３
千
５
４
０
万
円
）を

差
し
引
い
た
、３
億
４
千
４
６
０

万
円
が
処
分
価
格
と
な
っ
て
い

る
。市
が
設
け
た
最
低
売
却
価

格
の
１
億
６
千
２
４
０
万
円
を

上
回
る
価
格
で
あ
っ
た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

Ｑ　

入
間
川
と
こ
と
ん
活
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
体
像
は
。

Ａ　

潜
在
的
な
観
光
資
源
で
あ

る
入
間
川
の
親
水
空
間
に
安
ら

ぎ
と
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
こ

と
に
よ
り
、新
た
な
人
の
流
れ

を
生
み
出
し
、交
流
人
口
の
増

加
を
目
指
す
取
り
組
み
。民
間

事
業
者
の
参
入
を
視
野
に
入
れ
、

公
園
の
機
能
を
充
実
さ
せ
る
た

め
の
整
備
を
行
う
。

Ｑ　

入
曽
駅
の
調
査
・
設
計
は

ど
の
よ
う
な
計
画
か
。

Ａ　

入
間
小
学
校
跡
地
と
狭
山

茶
業
農
業
協
同
組
合
か
ら
購
入

し
た
用
地
な
ど
を
活
用
し
、駅

周
辺
の
土
地
利
用
計
画
の
策
定

と
計
画
を
実
現
す
る
た
め
の
事

業
手
法
な
ど
を
基
本
計
画
案
と

し
て
取
り
ま
と
め
て
い
く
。

平
成
29
年
度

一
般
会
計
予
算

歳
入
歳
出

４
３
０
億
１
千
６
０
０
万
円

Ｑ　

旧
入
間
中
学
校
と
旧
東
中

学
校
の
撮
影
な
ど
の
使
用
に
伴

う
行
政
財
産
使
用
料
は
。

Ａ　

旧
入
間
中
学
校
は
、す
べ

て
の
土
地
・
建
物
を
使
用
し
た

場
合
、１
日
12
万
４
千
３
０
０

円
と
な
る
。ま
た
、旧
東
中
学
校

は
、す
べ
て
の
土
地
・
建
物
を
使

用
し
た
場
合
、１
日
15
万
９
千

３
０
０
円
と
な
る
。

地
内
公
園
整
備
工
事
費
で
整
備

す
る
３
公
園
の
概
要
は
。

Ａ　

29
年
度
は
、①
東
口
自
転

車
駐
車
場
に
隣
接
す
る
公
園
の

整
備
、②
三み

は
し
ら柱
神
社
に
隣
接
す

る
公
園
と
③
そ
の
北
側
に
あ
る

公
園
の
設
計
業
務
を
予
定
し
て

い
る
。①
は
子
ど
も
達
が
遊
べ
、

地
元
の
お
祭
り
な
ど
に
も
利
用

で
き
る
公
園
、②
は
整
備
前
に

あ
っ
た
児
童
公
園
を
考
慮
し
た

公
園
、③
は
自
然
形
態
を
考
慮

し
た
公
園
と
し
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

Ｑ　

さ
や
ま
っ
子
茶
レ
ン
ジ
ス

ク
ー
ル
が
目
指
す
も
の
は
。

Ａ　

基
礎
学
力
の
定
着
や
家
庭

学
習
の
習
慣
化
で
あ
る
。学
習

支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に

学
校
に
お
け
る
授
業
の
質
の
向

上
に
努
め
、さ
や
ま
っ
子
全
体

の
学
力
向
上
を
推
進
し
た
い
。

Ｑ　

富
士
見
小
学
校
の
ト
イ
レ

改
修
工
事
の
内
容
は
。

Ａ　

和
式
便
器
を
洋
式
に
す
る

ほ
か
、ト
イ
レ
の
床
、壁
、天
井

の
改
装
と
あ
わ
せ
、老
朽
化
の

著
し
い
給
排
水
管
や
照
明
器
具

の
更
新
な
ど
も
同
時
に
行
い
、

衛
生
的
で
管
理
し
や
す
い
快
適

な
ト
イ
レ
環
境
を
確
保
し
て
い

く
も
の
。

介
護
保
険
特
別
会
計

Ｑ　

自
立
支
援
型
地
域
ケ
ア
会

議
が
目
指
す
も
の
は
。

Ａ　

介
護
保
険
制
度
の
理
念
で

あ
る
個
人
の
尊
厳
の
維
持
と
自

立
支
援
を
実
現
す
る
た
め
、生

活
機
能
の
維
持
改
善
を
行
う
ケ

ア
プ
ラ
ン
と
す
る
こ
と
を
多
職

種
で
検
討
す
る
。

Ｑ　

運
営
方
法
は
。

Ａ　

29
年
度
か
ら
毎
月
定
期
的

に
開
催
予
定
。ケ
ア
会
議
で
検

討
し
た
プ
ラ
ン
は
、お
お
む
ね

６
か
月
後
を
め
ど
に
実
際
の
効

果
の
評
価
会
議
も
実
施
し
、個

別
性
と
専
門
性
の
高
い
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
提
供
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
進
め
る
。

Ｑ　

親
元
同
居
・
近
居
支
援
事

業
で
、市
内
転
居
者
は
補
助
の

対
象
と
な
る
の
か
。

Ａ　

29
年
４
月
１
日
以
降
に
市

外
か
ら
狭
山
市
に
転
入
す
る
子

世
帯
を
対
象
に
し
た
も
の
で
、

市
内
に
住
宅
を
購
入
ま
た
は
同

居
の
た
め
に
増
改
築
し
た
場
合

に
補
助
金
を
支
給
す
る
。事
業

の
趣
旨
か
ら
、市
内
転
居
者
は

現
段
階
で
は
補
助
金
の
対
象
と

し
な
い
予
定
だ
が
、29
年
度
中

に
方
向
性
を
出
し
た
い
。

Ｑ　

健
康
長
寿
埼
玉
モ
デ
ル
事

業
の
参
加
内
容
は
。

Ａ　

埼
玉
県
が
、健
康
寿
命
の

延
伸
と
医
療
費
の
抑
制
を
目
指

し
て
推
進
し
て
い
る
健
康
長
寿

埼
玉
モ
デ
ル
事
業
の
推
奨
プ
ラ

ン
の
う
ち
、日
常
的
な
歩
数
よ

り
も
１
千
歩
多
く
歩
く
こ
と
を

目
標
と
す
る「
プ
ラ
ス
１
千
歩

運
動
」と
、歩
数
を
ポ
イ
ン
ト
換

算
し
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ（
目

標
達
成
の
誘
因
）を
付
与
す
る

「
埼
玉
県
コ
バ
ト
ン
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
事
業
」に
参
加
す
る
。

Ｑ　

狭
山
市
駅
東
口
区
画
整
理

議員提出議案第１号
精神障害者に対する公共交通機関の運
賃割引制度適用を求める意見書（要約）

　昨年４月「障害を理由とする
差別の解消の推進に関する法
律」が施行され、埼玉県でも身
体・知的・精神の３障害者の支援
を進めている。一方で、鉄道、バ
スなどの公共交通機関では、運
賃割引制度を設けているが、精
神障害者を対象とするものは少
ない。障害者の自立や社会参加
を促進し、共生社会を実現する
ためには、公共交通機関などの
移動手段の確保が必要不可欠で
あり、これは精神障害者にあっ
ても同様である。
　よって国においては、精神障
害者も身体障害者や知的障害者
と同様に、運賃割引制度の適用
対象とすることを働きかけるよ
う強く要望する。

議員提出議案第２号
国民健康保険制度の財政基盤の強
化を求める意見書（要約）

　国民健康保険制度安定化のた
め、平成30年度からは県が市町
村と国保の運営を担うこととさ
れている。
　国保を持続可能な社会保障制
度として維持するため、財政基
盤の強化が不可欠であり、国保
の財政基盤強化・制度の安定化
のため、以下の事項を国に強く
要望する。
①国費拡充の実施とともに、国
　保財政基盤の拡充・強化を図
　り、国の責任と負担において
　実効ある措置を講じること
②低所得者層に対する負担軽減
　策を拡充・強化すること
③医療費助成制度に対する国庫
　支出金の減額措置を廃止する
　こと

狭山市駅西口から見た旧中央公民館等跡地狭山市駅西口から見た旧中央公民館等跡地

安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に
意
見
書
を
提
出

安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に
意
見
書
を
提
出

３月定例会
２月24日～３月21日

　

第
１
回
定
例
会
で
は
、「
平
成
29
年
度
予
算
」や「
財
産（
旧
中
央
公
民

館
等
跡
地
）の
処
分
」な
ど
、23
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。議

長
を
除
く
21
人
の
議
員
で
採
決
し
、す
べ
て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り

承
認
・
同
意
・
可
決
し
ま
し
た
。

今回可決された意見書


